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1. 研究の背景 

● Can-Do リストを用いた学習者の学習到達度の検証 

● 英語教育におけるイングリッシュキャンプの役割 (e.g., Muto, et al., 2013; Muto, 2014) 

2. 本研究 

(1) リサーチクエスチョン 

 

 

(2) 調査を実施したプログラム 

● ６日間の English-onlyキャンプ（Kumon English Immersion Camp） 

● ２つのキャンプ（同内容、別参加者）。共に 2014年 8月、びわ湖畔にて開催 

● 世界各国からの大学生（各キャンプ N=32）がキャンプリーダーとして参加 

・ どのようにして英語イマージョンキャンプに特化した Can-Do リストを作成できるか？ 
 

・ Can-Do リストを用いることで、・参加者の自信の変化はどのように測定できるか？ 

(4) 主要なアクティビティー（言語活動） 

   

Love Chain (Day 2) Wonder-land (day 3) My Hometown (Day 4) 

 
 

 

Traveling Around the 

World (Day 3) 

 
“Don’t be afraid of making 

mistakes. Let’s try 
communicating in 
English.” (slogan) 

World Food Market 

(Day4) 

   

Dream Poster (Day 4 &5) Diary Reading (Day 2-5) Diary Writing (Day 2-5) 

 

 

(3) 参加者 

● 小学 3年生～6年生 (N=189) 

● 参加者全員英検 4級取得または同等レベルの公文教材を既習    全体（男子：女子） 

 3年生 4年生 5年生 6年生 計 

Camp 1 12 (5:7) 18 (7:11) 20 (10:10) 36 (13:23) 95 (35:60) 

Camp 2 11 (3:8) 12 (8:4) 23 (10:13) 48 (15:33) 94 (36:58) 

全体 23 (8:15) 30 (15:15) 43 (20:23) 84 (28:56) 189 (71:118) 

 

(5) 研究方法 

① 英検 Can-Do リスト（4級）を用いたパイロットスタディー（Muto, 2014） 

② ①の分析結果を元に、Can-Do リスト（EIC Can-Do リスト）を作成 

・ 20項目（各スキル 5つ）の Can-Doステートメント（CDS） 

・ 4段階からなるリッカート尺度 

③ キャンプの約１ヵ月前と１ヵ月後に、参加者はリスト上で自己評価 

④ 各 20の CDSの差異を分析。 

The EIC Can-Do List 

 

 

4. 結論 

● 英語キャンプ等の体験的・短期的活動においてもCan-Doリストを使用することで、

参加者の変化を調査することが可能。 

● Can-Do リストを作成する前に、信頼できるリストを用いて検証を行うことは有益。 

● Can-Do リストを使用したことによって、自信の自己評価に影響を与える活動が明ら

かになった。 
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3. 分析結果 

キャンプ前後の自己評価の差異（%） 

 

● 20の CDS のうち、7つの CDS が「すごくある」において 30%以上の伸び 

  R-3.  Wonder-Land (Day 3)   R-5.  Camp Leaders’ comments in diary (Day 2 - 6) 

L-5.  Throughout camps (Day 1 - 6)   S-5.  My hometown (Day 4) 

W-2.  Diary writing (Day 2 - 5)   W-3.  Dream poster (Day 4 & 5)  

 W-4.  Camp impression (Day 5) 

● 繰り返し意識的に行った活動（i.e., ライティング）における自己評価が高くなる傾向 

 CDS n 全然ない あまりない 少しある すごくある CDS n 全然ない あまりない 少しある すごくある 

R-1 70 101 94 78 126 S-1 136 100 93 81 126 
R-2 78 100 92 86 122 S-2 123 99 96 81 124 
R-3 57 101 84 84 130 S-3 123 99 94 88 120 
R-4 61 100 102 72 127 S-4 87 99 96 84 121 
R-5 79 100 96 68 135 S-5 73 100 91 70 140 

L-1 118 100 97 90 114 W-1 51 100 80 102 118 
L-2 110 100 99 95 107 W-2 47 98 77 81 144 
L-3 84 100 78 97 125 W-3 56 102 75 81 143 
L-4 74 99 81 98 123 W-4 37 100 81 82 138 
L-5 72 92 82 92 135 W-5 49 96 94 85 125 

 


